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　は し が き

　子どもは社会に生まれ，社会の中で育つ。その中で子どもにとって最初に出
会う最も身近な社会が家庭であろう。家庭の中での保護者やきょうだいなどと
のやり取りを通して子どもは発達していく。そのような，家庭における子ども
の発達と家族の役割について学ぶことが本書『子ども家庭支援の心理学』の目
的である。
　この科目は保育士養成課程の見直しに伴う「教授内容の再編等」によって新
たに設置された科目であり，従来の「保育の心理学１」，「家庭支援論」，「子ど
もの保健１」の内容が盛り込まれている。そのため，多様な内容が含まれ，そ
れらを包括的に習得することが科目のねらいとされている。
　本書は13章から構成されている。明確な区分が設けられているわけではない
が，学びの狙いの観点から内容的には大きく３つに分けることができる。ま
ず，第１章～第３章では，乳幼児期から老年期までの人の発達過程を知ること
を通して，生涯発達に関する心理学の基礎的な知識を習得することを狙いとし
た。次に，第４章～第９章では，現代社会における家族・家庭の意義や機能を
理解するとともに，子育て家庭をめぐる現代の社会的状況と課題について学ぶ
ことを狙いとした。さらに，第10章～第13章では，子どもの心身の健康と保健
について理解し，子どもの生活環境，子どもの精神疾患や障害，大災害時の子
どもの精神的健康などについて学ぶことを狙いとした。
　このような意図のもとに企画された本書を利用して，子どもの現在の姿を形
づくっている発達や家庭環境を理解し，子どもや子どもを取り巻く人々の発達
と健康を支援する保育者・教育者に育ってくれることを願う。
　最後に，本書の企画，編集に際して建帛社編集部の方々には大変お世話に
なった。本書の構想段階から温かく見守り，迅速で適切な対応をしていただ
き，ここに心から感謝の意を表したい。

　2019年１月
� 編者代表　本郷一夫　　
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第１章
乳幼児期から学童期に 
かけての発達の特徴

１．乳児期の発達とその特徴

（１）乳児期とは
１）有能な赤ちゃん
　乳児期とは，児童福祉法および母子保健法においては生後１歳までの時期を
指し，発達心理学的にはおおよそ１歳または１歳半頃までの時期を指す。この
時期は胎児期に次ぐ生涯発達におけるスタートの時期である。一般的には「寝
ているだけ」「まだ何もわからない」などと無力な存在である赤ちゃんとして
とらえられることがあるが，実はそうではない。ヒトの乳児は周りからの刺激
を受け止めて学習するための感覚器官をもって生まれ，周囲に自ら働きかける
ことのできる「有能な」存在である。自らのできる方法（泣く・笑う・見つめ
るなど）で積極的に発信し，また同時に，周囲の環境から学んでいるのであ
る。したがって，子どもの周りには，子どもが働きかけることのできる豊かな
刺激や，その働きかけに応答する存在が必要である。保育者はその環境を整
え，また，自らがその豊かな環境の一部となり，子どもの発信を受け止め，応
じる重要な存在である。
２）著しい成長・発達の時期
　乳児期は，子どもの身長や体重の成長が一生の中でも特に急激で著しい時期
である。運動面の発達も目覚ましく，昨日までつかめなかったものをつかむこ
とができるようになっていたり，寝返ることができなかったのに突然寝返るよ
うになり移動していたりと，日々自分の意志でからだを動かすことが可能に
なっていく時期である。このような，身体面および運動面の発達は，単に大き
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くなり移動できるという以上の意味をもつ。これらの発達に伴い，新規の事柄
や事物に出会ったり，今まで見ていたのとは違った景色が目に映ったりするこ
とによって，子どもの世界は大きく変化をしていく。その世界の変化に伴い，
子どもの内面における認知や情動などの多様な側面の発達が，同時に促進され
るのである。

（２）乳児期の発達の特徴
１）基本的信頼感
　エリクソン（Erikson, EH）は，誕生から死に至るまでの心理社会的発達を
８つの段階に分け理論化している。その第１段階（乳児期）の心理社会的危機
として課題となるのは基本的信頼（対不信）である。基本的信頼とは「他人に
関しては一般に筋の通った信頼を意味し，そして，自分自身に関しては信頼に
値するという単純な感覚」と定義される１）。これは，「自分のいる世界は安
全・安心である，自分は守られている，何かあれば周囲の人は自分を守ってく
れるであろう」という感覚である。また「自分はそのように守られるべき価値
のある存在である」という感覚でもある。この感覚は，人が生涯にわたり生活
をしていく上で支えとなる重要な感覚である。
　乳児期の子どもは周囲の大人に守られ，世話をしてもらうことによって自ら
の生命を維持している存在である。このやり取りは決して一方向的ではなく，
子どもと大人の相互作用の中で行われる。お腹がすいた，おむつが濡れて気持
ちが悪い，眠くて不快である，楽しい気分であるなど，さまざまな場面で子ど
もは「泣く」「声を出す」「笑う」などの行動で自らの欲求や感情を表現し，発
信する。すると，それに周囲の大人が応じ，おっぱいやミルクを与えたり，
抱っこをしたり，笑いかけたりするなど，子どもの信号を受け止めた対応をす
る。その際に物理的なケアのみならず，「お腹すいたね～」「ご機嫌だね～」な
どといった情緒的な語りかけや表情や，ふれあいが伴うことも重要である。こ
のような日常生活における自然で情緒的な「求めれば与えられる」という受容
的やり取りの中で子どもは，「安全・安心であり，守られている」という基本
的信頼感を獲得していくのである。
　2017（平成29）年に告示された「保育所保育指針」２）および「幼保連携型認
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定こども園教育・保育要領」３）においては，乳児保育に関する記載が充実した
ことが特徴である。その中において，繰り返し「応答的」「受容的」という文
言が用いられている。これは特に乳児期に，この基本的信頼の感覚を育むこと
を意識することが不可欠であることによる。
２）愛着関係と探索─安全基地─
　「求めれば与えられる」という子どもの発信とそれを受け止める大人とのや
り取りの中で，子どもは基本的信頼感を獲得していく。その繰り返しの過程で
は，最初はただ生理的に発していた子どもの発信行動が，自分の要求や感情を
伝えるための社会的・心理的なものへとなっていく。その際，その発信に対し
て特に一貫して適切に応答する身近な人物との間には，情緒的な絆が築かれ
る。この特定の人との間に築かれる情緒的絆を，愛着（アタッチメント）とい
い，この絆が築かれた関係を愛着関係と呼ぶ。他者との愛着の形成は基本的信
頼へと通じるものである。
　子どもにとって愛着の役割の一つは，探索活動の基盤となることである。愛
着関係を築いた相手を「安全基地」として，子どもは生活空間を広げ，また興
味・関心を高め，安心した探索活動を行うことができる。何かあったなら必ず
保護してもらえるという見通し，安心して戻る場所（＝安全な避難場所，安全
基地）があるからこそ，子どもは世界を広げていけるのである。
　また，愛着の形成において，特に保育の場では，家庭で保護者が子どもに応
答するような二者間における素早さや的確さ（二者関係的敏感性）のみなら
ず，子ども集団全体に対する共感性など（集団的敏感性）も重要であり，両者
が同時に機能している場合は，より一貫して安定した愛着関係が築かれるとい
う４）。これは保育者に求められる高い専門性であるといえよう。
３）前言語期─言葉の芽を育てる─
　「ママ」「ワンワン」「マンマ」などいわゆる「言葉」を初めて話す（初語）
のはおおよそ１歳前後である。とすると，この時期の子どもは言葉を話す前の
時期といえる。だが，言葉は突然１歳になってから育ち始めるのではない。ま
だ，話すことができないこの乳児期から，言葉の基礎となる「言葉の芽」が
育っているのである。
　例えば，「あー」といった発声（クーイング），「バ，バ，バ」などの発声
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（喃語）を行うことは，音をつくり出すという練習であると同時に，その音に
よって周囲の人の注意を引くことができるということを体験し，それによって
コミュニケーションの楽しさや，発信の有効性を学ぶことにつながる。また，
その他にも，名前を呼ばれるとふりむく，物の名前を言うと持ってくることが
できるなど，「わかる」ことは「話す」ことの基礎として大事である。さら
に，自分の伝えたいことを指さしをして伝える「みて！　わんわんいたよ！」
「あれ，とって！」などの行為も，重要な子どもの「言葉（の芽）」である。
また，この時期は，子どもと他者，もしくは子どもと物という二者だけの関係
（二項関係）から始まり，物を介して他者との関係を結ぶ三項関係（子ども・
物・他者）の成立へと移行する時期でもある。子どもが興味をもって眺めてい
るものに大人が視線を合わせたり，子どもの注意を引くように大人が働きかけ
たりすることによって同じものに注意を寄せる（共同注意）ことができるよう
になる。その共同注意を基礎として，そのものについてやり取りをするという
この三項関係の成立は，他者との体験の共有を可能とするため，子どもの言葉
が育つ基礎として重要な事象であるといえる。
　このように乳児期には，周囲の大人との豊かなやり取りによって，コミュニ
ケーションの楽しさを感じ，言葉の基礎を獲得していくことが大切である。

２．幼児期の発達とその特徴

（１）幼児期とは
１）行動範囲の拡大と発達
　幼児期とは，乳児期の終わりであるおおよそ１歳または１歳半頃から小学校
就学前までの６歳頃をいう。幼児期の始まりには，身体的発達，移動運動能力
の発達に伴い，立つ・つたい歩き・一人歩き……とその移動手段に変化がみら
れると同時に，探索活動がよりいっそう活発になる。あそこへ行きたい，あそ
こにあるものが欲しい……などの子どものもつ欲求が，さらなる運動機能の発
達を促進し，その身体運動の機能の発達が子どもの探索意欲をさらに増すこと
につながっている。自らの身体を自由に動かせることは，「自分のしたいこと
を達成できる」という満足感から，「自己」が育つ上においても重要となる。
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